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塩
嶺
王
城
パ
ー
ク
ラ
イ
ン
は
岡
谷

市
の
鳥
居
平
や
ま
び
こ
公
園
付
近
か

ら
塩
尻
市
を
通
り
、
辰
野
町
を
結
ぶ

道
路
で
す
。
塩
尻
峠
を
中
心
と
し
た

領
域
一
帯
を
塩
嶺
王
城
県
立
自
然
公

園
と
い
い
、
付
近
に
は
農
業
公
園

「
チ
ロ
ル
の
森
」
、
「
鳥
居
平
や
ま

び
こ
公
園
」
、
「
し
だ
れ
栗
森
林
公

園
」
等
の
レ
ジ
ャ
ー
施
設
が
有
り
そ

れ
ら
を
結
ぶ
道
路
を
「
塩
嶺
王
城

パ
ー
ク
ラ
イ
ン
」
と
言
い
ま
す
。
中

央
道
の
岡
谷
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
に
架

け
て
あ
る
橋
は
長
さ
９
２
２
ｍ
、
高

さ
55
ｍ
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
の
新
分

野
を
開
拓
し
た
事
が
認
め
ら
れ
、
土

木
学
会
の
田
中
賞
を
受
賞
し
て
い
ま

す
。

　

毎
年
５
月
に
は
塩
嶺
王
城
パ
ー
ク

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
撮
影
地
点
の
駐
車
場
は
多
く
の

カ
メ
ラ
マ
ン
が
訪
れ
る
写
真
の
メ
ッ

カ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

━━━━　塩 嶺 王 城 パ ー ク ラ イ ン よ り 諏 訪 湖 を 望 む 　━━━━
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第
四
回
塩
尻
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
定
時
総
会
が
５
月
29
日
、
レ

ザ
ン
ホ
ー
ル
中
ホ
ー
ル
で
、
出
席
者

１
４
３
名
、
委
任
状
４
５
１
名
、
合
計

５
９
４
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
部
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
表

彰
規
程
第
３
条
に
基
づ
き
29
名
の
会
員

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
を
代
表

し
て
大
平
健
司
さ
ん
よ
り
謝
辞
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
来
賓
あ
い
さ
つ
と

し
て
、
小
口
塩
尻
市
長
を
始
め
と
し
て
、

５
名
の
方
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
を
頂
き

ま
し
た
。

　

議
事
に
入
り
、
本
年
度
事
業
実
績
は
、

契
約
金
３
億
２
千
８
０
０
万
円
余
、
前

年
度
の
99
・
６
％
と
前
年
度
の
実
績
を

会
員
表
彰
者

下
回
る
結
果
と
な
っ
た
が
、
昨
年
10
月

以
降
の
下
半
期
に
つ
い
て
は
、
全
て
の

月
に
お
い
て
前
年
度
実
績
を
上
回
っ
て

お
り
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
明
る
い

兆
し
が
見
え
て
き
た
の
で
は
と
云
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

又
、
会
員
の
安
全
就
業
に
つ
い
て
も
、

本
年
度
は
事
故
件
数
２
件
（
傷
害
１

件
・
賠
償
１
件
）
と
前
年
度
に
比
べ
大

幅
に
減
少
し
ま
し
た
。
そ
の
要
因
と
し

て
、
会
員
の
安
全
就
業
を
最
優
先
課
題

と
し
て
取
り
組
み
、
事
故
原
因
の
分
析

と
解
決
方
法
や
研
修
会
、
講
習
会
及
び

「
か
わ
ら
版
」
の
発
行
な
ど
、
き
め
細

か
な
取
り
組
み
の
結
果
だ
と
分
析
さ
れ

て
い
ま
す
。
総
会
終
了
後
に
続
い
て
行

わ
れ
た
会
員
互
助
会
総
会
も
、
無
事
終

了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

三　

村　

文　

春
（
小
野
沢
）

百　

瀬　

令　

昭
（
堅
石
）

村　

松　

米　

勝
（
吉
田
）

伊　

藤　

和　

徳
（
平
沢
）

加　

藤　

紀　

朝
（
平
沢
）

古　

條　

雄　

次
（
原
新
田
）

大　

平　

健　

司
（
吉
田
）

河　

野　

敏　

雄
（
大
門
七
区
）

岩　

波　

英　

雄
（
吉
田
）

冨　

沢　

時　

子
（
み
ど
り
湖
）

高　

橋　

武　

志
（
古
見
）

鶴　

木　

圭　

助
（
針
尾
）

中　

原　

邦　

彦
（
桔
梗
ヶ
原
）

成　

田　

岩　

治
（
高
出
）

藤　

森　

久　

之
（
北
熊
井
）

川　

上　

貞
子
（
野
村
）

中　

島　

正　

明
（
吉
田
）

鎮　

西　

紀
美
子
（
桔
梗
ヶ
原
）

三　

村　

智　

秀
（
野
村
）

伊　

沢　

朝　

子
（
桟
敷
）

石　

井　

幸　

司
（
太
田
）

曽　

根　
　
　

深
（
岩
垂
）

丸　

山　

正　

二
（
堅
石
）

竹　

内　
　
　

晉
（
桟
敷
）

三　

輪　
　
　

剛
（
吉
田
）

清　

水　

吉　

則
（
高
出
）

守　

田　

春　

夫
（
大
門
五
番
町
）

小　

山　

静　

枝
（
町
区
）

樋　

口　

文　

雄
（
町
区
）

�

（
敬
称
略
）

第
四
回
定
時
総
会
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会　

長　
　

成
田　

岩
治
（
高
出
）

副
会
長　
　

近
藤　

正
治
（
朝
日
）

会　

計　
　

平
波　

敬
子
（
理
事
）

幹　

事　
　

西
川　

敏
明
（
理
事
）

　
　
　
　
　

小
林　

昭
吾
（
大
門
）

　
　
　
　
　

白
木　
　

巧
（
塩
尻
東
）

　
　
　
　
　

小
松　

俊
之
（
片
丘
）

　
　
　
　
　

高
木　

長
雄
（
広
丘
）

　
　
　
　
　

赤
羽　

宏
文
（
吉
田
）

　
　
　
　
　

原　
　

末
治
（
洗
馬
）

　
　
　
　
　

川
窪　
　

博
（
宗
賀
）

　
　
　
　
　

小
野　

武
志
（
北
小
野
）

　
　
　
　
　

前
沢　
　

茂
（
楢
川
）

理
事
長

　
　

田
部　

力
雄

副
理
事
長

　
　

清
水　

倫
成

専
務
理
事

　
　

酒
井　

正
文

理　

事

　
　

大
久
保　

聰
（
大
門
）

　
　

石
川　
　

悟
（
塩
尻
東
）

　
　

小
口　

裕
夫
（
片
丘
）

　
　

鈴
木　

幹
夫
（
広
丘
）

　
　

岩
下　
　

昇
（
高
出
）

　
　

大
平　

健
司
（
吉
田
）

　
　

高
山　
　

博
（
洗
馬
）

　
　

土
佐　

忠
俊
（
宗
賀
）

　
　

神
戸　

達
雄
（
北
小
野
）

　
　

伊
藤　

和
徳
（
楢
川
）

　
　

西
川　

敏
明
（
朝
日
）

　
　

平
波　

敬
子
（
女
性
会
員
代
表
）

　
　

上
野
は
つ
み
（
女
性
会
員
代
表
）

　
　

竹
村　

伸
一
（
有
識
者
）

　
　

中
村
美
代
子
（
有
識
者
）

監　

事

　
　

西
窪　

道
夫
（
有
識
者
）

　
　

那
須　

貞
臣
（
有
識
者
）

平
成
26
・
27
年
度
新
役
員
紹
介

理
事
会
役
員

互
助
会
役
員



シルバーだより　あしなみ平成26年7月15日 ○4
　
５
月
16
日
に
長
野
県
農
業
大
学
校
の

藤
沢
教
授
を
講
師
と
し
て
、
広
丘
堅
石

区
の
か
た
せ
公
園
に
て
、
刈
払
機
作
業

を
安
全
に
行
え
る
よ
う
に
、
会
員
39
名

の
方
が
、
座
学
と
実
技
講
習
を
受
講
し

ま
し
た
。
ベ
テ
ラ
ン
の
会
員
さ
ん
が
講

師
の
補
助
を
し
、
仕
事
を
し
て
き
た
経

験
な
ど
も
話
し
な
が
ら
今
後
に
期
待
を

持
て
る
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
独
自
事
業
の
お
さ
ら
い
教

室
を
開
講
し
ま
し
た
。
昨
年
度
は
受
講

生
が
少
な
め
だ
っ
た
た
め
、
人
数
が
ど

の
く
ら
い
集
ま
る
か
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
幸
い
、
広
丘
教
室
が
15
名
、
塩
尻
教

室
が
17
名
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
を
上

回
る
人
数
で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
の
委
託
事
業
で
あ
る
放
課

後
お
さ
ら
い
教
室
が
５
月
よ
り
始
ま
り

ま
し
た
。
今
年
度
は
試
験
的
に
西
小
の

高
学
年
児
童
を
対
象
に
実
施
し
、
15
名

の
児
童
が
週
２
回
、
放
課
後
に
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
の
一
室
で
宿
題
な
ど
の
学

習
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
（
公
社
）
塩
尻
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
五
十
九
年
七
月
に

設
立
さ
れ
、
今
年
度
、
設
立
三
十
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
「
設
立
三
十
周

年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
」
を
組
織
し

て
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
が
参
加
で
き

る
記
念
事
業
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

☆ 

記
念
事
業
の
概
要 

☆

●
塩
尻
玄
蕃
ま
つ
り
へ
の
参
加

　
日
時　
七
月
二
十
六
日
（
土
）

●
会
員
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

　
一
回
目
：
八
月
下
旬
頃

　
二
回
目
：
九
月
下
旬
頃

　
会　
場
：
小
坂
田
・
平
出
、

　
　
　
　
　
各
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

●
設
立
三
十
周
年
記
念
式
典

　
日　
時
：
十
一
月
十
一
日
（
火
）

　
場　
所
：
中
信
会
館

　
　
　
　
　
ベ
ル
ヴ
ィ
ー
ホ
ー
ル

●
会
員
芸
能
大
会
兼
新
年
会

　
日　
時
：
一
月
下
旬
頃

　
場　
所
：
未
定

　
各
種
記
念
事
業
に
会
員
の
皆
様
の
積

極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

６
月
９
日
に
日
本
造
園
組
合
連
合
会

長
野
県
支
部
長
の
小
池
さ
ん
を
講
師
と

し
て
、
小
坂
田
公
園
に
お
い
て
、
剪
定

技
能
講
習
会
を
開
講
し
ま
し
た
。
剪
定

班
を
中
心
に
、
22
名
の
会
員
さ
ん
が
受

講
し
ま
し
た
。

　
毎
年
、
剪
定
班
は
技
術
の
向
上
の
た

め
、
努
力
を
し
て
作
業
に
あ
た
る
姿
勢

に
は
頭
が
下
が
り
ま
す
。

　
高
所
で
の
作
業
が
多
い
の
で
、
安
全

第
一
で
作
業

が
進
む
よ
う

に
、
講
習
会

が
役
立
て
ば

良
い
と
思
い

ま
す
。

剪
定
技
能
講
習
会

草
刈
講
習
会

お
さ
ら
い
教
室
開
講

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

塩
尻
シ
ル
バ
ー
設
立
三
十
周
年
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老
化
を
遅
ら
せ
る

�

広
丘
３
班　
野
村　
忠
晴

　

加
齢
と
共
に

訪
れ
る
心
身
の

老
化
。
手
足
・

耳
・
目
・
脳
・

五
臓
六
腑
等
、
そ
れ
ら
の
老
化
を
防

ぐ
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
。
し
か
し
、

そ
れ
を
遅
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
そ
う

だ
。

　
朝
、
寝
床
か
ら
起
き
上
が
る
と
、

全
身
の
筋
肉
が
硬
く
な
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
を
ほ
ぐ
す
の
に
都
合
の
い
い

こ
と
は
、
常
会
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
へ
廃
品
を
エ
ッ
コ
ラ
サ
と
歩
い
て

持
っ
て
行
く
。
そ
れ
だ
け
で
は
筋
肉

は
ま
だ
ほ
ぐ
れ
な
い
の
で
、
６
時
半
、

ラ
ジ
オ
体
操
を
放
送
に
併
せ
て
イ

チ
・
ニ
・
サ
ン
。
だ
ん
だ
ん
と
全
身

が
活
性
化
し
て
く
る
。
お
れ
の
新
し

い
一
日
の
始
ま
り
で
あ
る
。

　
次
は
新
聞
を
広
げ
る
。
世
界
中
の

ニ
ュ
ー
ス
が
満
載
さ
れ
て
い
る
。
目

が
輝
く
。
文
章
を
読
む
こ
と
は
、
脳

の
老
化
を
遅
ら
せ
る
薬
に
な
る
ら
し

い
の
で
、
特
に
社
説
は
精
読
し
て
い

る
。
そ
れ
は
世
界
の
今
を
理
解
す
る

の
に
一
番
だ
。
関
心
の
高
い
記
事
は

切
り
抜
い
て
ノ
ー
ト
に
張
り
付
け
て

い
る
。

　
春
・
夏
・
秋
は
農
家
の
手
伝
い
を

一
日
２
時
間
ほ
ど
し
て
、
後
は
窓
際

に
ゴ
ロ
っ
と
寝
転
ん
で
読
書
。
今
は

池
波
正
太
郎
の
「
真
田
太
平
記
」
を

お
も
し
ろ
く
味
わ
っ
て
い
る
。
読
書

は
お
れ
の
最
高
の
至
福
の
時
間
で
あ

る
。
ほ
と
ん
ど
毎
日
欠
か
さ
な
い
。

　
夜
、
晩
酌
の
量
を
一
定
量
に
絞
っ

て
、
「
あ
あ
、
今
日
も
良
い
一
日

だ
っ
た
な
あ
」
と
感
じ
る
よ
う
に
生

き
て
い
る
。

　
79
歳
の
今
、
「
お
れ
に
は
、
忙
し

い
と
い
う
言
葉
は
な
く
な
っ
た
。
」

と
い
う
実
感
が
あ
る
。

　
こ
ん
な
心
豊
か
な
日
々
が
い
つ
ま

で
も
続
い
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
人
を
始
め
、
す
べ
て
の

生
物
に
「
平
等
」
に
与
え
ら
れ
て
い

る
死
。
老
化
は
日
々
の
努
力
で
あ
る

程
度
は
遅
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
て
も
、

こ
れ
だ
け
は
避
け
ら
れ
な
い
。

　
お
れ
の
当
面
の
目
標
は
「
２
回
目

の
東
京
五
輪
を
、
確
か
な
心
身
で
テ

レ
ビ
観
戦
が
で
き
る
こ
と
」
で
は
あ

る
が
、
そ
れ
は
神
の
み
ぞ
知
る
。

会
員
投
稿

━━ 安全は１人ひとりの心がけ ━━

平成26年度安全就業推進活動

暑い夏のシーズンがやってまいります。
熱中症対策を充分に行い、暑い夏を乗り切りましょう！

充分な水分と、
適度な塩分を
取りましょう。

湿度の高い日は、
無理をせずに
風通しの良い日陰で
休みましょう。

昨年度は当シルバーセンターでは、事故件数　2件で終了することが出来ました。
これもひとえに、会員一人ひとりが安全就業を最優先課題としてとらえ、努力した賜だと思っています。

26年度の目標は「事故件数減」です
具体的な取り組みとして
1.安全ミーティングの完全実施　《作業前に必ず全員で》
2.安全装備使用の徹底　《安全装備を確実に装着、使用》
3.健康診断実施及び健康体操の奨励　《健康体操を習慣に》
4.交通事故防止　《家を出てから帰るまで》
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新
し
い
仲
間
で
す

平
成
26
年
３
月
20
日
〜

平
成
26
年
６
月
27
日
ま
で
に
入
会
さ
れ
た
皆
さ
ん

退
会
さ
れ
た
方

お
疲
れ
様
で
し
た

お
悔
み心

か
ら
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す

シルバーだより　あしなみ平成26年7月15日 ○6

吉　

野　

直　

勝	

（
大
門
１
班
）

中　

野　

利　

弘	

（
大
門
２
班
）

飯　

島　

久　

雄	

（
大
門
３
班
）

小　

松　

す
み
子	

（
塩
尻
東
１
班
）

細　

田　

恵　

子	
（
塩
尻
東
１
班
）

武　

居　

茂　

登	
（
塩
尻
東
２
班
）

熊　

沢　

光　

雄	
（
塩
尻
東
３
班
）

清　

水　

静　

子	

（
塩
尻
東
３
班
）

西　

村　

宗　

夫	

（
塩
尻
東
３
班
）

瀧　

澤　
　
　

貴	

（
塩
尻
東
３
班
）

中　

島　

憲　

子	

（
塩
尻
東
３
班
）

中　

堀　
　
　

真	

（
片
丘
班
）

米
久
保　

正　

二	

（
片
丘
班
）

山　

岸　

則　

男	

（
片
丘
班
）

篠　

宮　

康　

夫	

（
片
丘
班
）

川　

上　

君　

子	

（
片
丘
班
）

多　

田　

明　

美	

（
片
丘
班
）

百　

瀬　

恵　

子	

（
片
丘
班
）

赤　

羽　

昌　

明	

（
広
丘
１
班
）

八　

島　

廣　

江	

（
広
丘
２
班
）

保　

科　

若　

葉	

（
広
丘
２
班
）

奥　

原　

初　

義	

（
広
丘
３
班
）

西　

尾　

芳　

春	

（
広
丘
３
班
）

鈴　

木　

与
利
夫	

（
広
丘
３
班
）

上　

條　

一　

男	

（
広
丘
３
班
）

山　

本　

美
知
子	

（
広
丘
３
班
）

堀　

尾　

光　

子	

（
広
丘
４
班
）

大　

月　

宇
多
子	

（
高
出
１
班
）

伊　

藤　

賢　

治	

（
高
出
１
班
）

米　

窪　

み
ど
り	

（
高
出
１
班
）

山　

田　

文　

子	

（
高
出
２
班
）

贄　

川　
　
　

敏	

（
吉
田
１
班
）

大　

和　
　
　

勇	

（
洗
馬
班
）

小　

出　

豊　

彦	

（
洗
馬
班
）

山　

口　

信　

道	

（
宗
賀
１
班
）

青　

山　
　
　

清	

（
宗
賀
１
班
）

小　

坂　

武　

志	

（
宗
賀
１
班
）

井　

口　

龍
一
郎	

（
宗
賀
１
班
）

井　

口　

秀　

子	

（
宗
賀
１
班
）

中　

野　

弘　

明	

（
宗
賀
２
班
）

横　

山　

モ　

チ	

（
宗
賀
２
班
）

倉　

下　

泰　

三	

（
宗
賀
２
班
）

手　

塚　
　
　

忠	

（
宗
賀
２
班
）

中　

原　
　
　

武	

（
宗
賀
２
班
）

中　

原　
　
　

明	

（
宗
賀
２
班
）

両　

角　

と
し
子	

（
宗
賀
２
班
）

中　

沢　

憲　

紀	

（
朝
日
班
）

野　

﨑　
　
　

優	

（
朝
日
班
）

野　

﨑　

ひ
ろ
み	

（
朝
日
班
）

上　

條　

盛　

子	

（
朝
日
班
）

鷹　

野　

錦　

洋	

（
大
門
１
班
）

加　

藤　

幾　

代	

（
大
門
１
班
）

赤　

尾　

勝　

二	

（
大
門
１
班
）

滝　

沢　

亀　

利	

（
大
門
１
班
）

中　

沢　

英　

夫	

（
大
門
１
班
）

小　

沢　

慶　

子	

（
大
門
２
班
）

松　

崎　

房　

男	

（
大
門
３
班
）

保　

苅　

深　

雪	

（
大
門
３
班
）

神　

谷　

民　

雄	

（
大
門
３
班
）

大　

迫　

明　

美	

（
塩
尻
東
１
班
）

小　

沢　

康　

文	

（
塩
尻
東
１
班
）

太　

田　

勝　

美	
（
塩
尻
東
２
班
）

木　

村　

富　

子	
（
塩
尻
東
２
班
）

北　

澤　

敏　

男	
（
塩
尻
東
２
班
）

米　

窪　

敬　

子	

（
塩
尻
東
３
班
）

藤　

森　

勝　

見	

（
片
丘
班
）

小　

松　

美　

伸	

（
片
丘
班
）

内　

山　

勝　

敏	

（
片
丘
班
）

白　

木　

昭　

人	

（
片
丘
班
）

松　

本　
　
　

功	

（
広
丘
１
班
）

太　

田　

常　

春	

（
広
丘
１
班
）

安　

藤　

由　

美	

（
広
丘
１
班
）

諏
訪
部　

昭　

一	

（
広
丘
１
班
）

塩　

原　

貞　

男	

（
広
丘
１
班
）

田　

中　
　
　

孝	

（
広
丘
１
班
）

千　

葉　

幸　

一	

（
広
丘
２
班
）

下　

山　

美
枝
子	

（
広
丘
２
班
）

内　

山　

哲　

治	

（
広
丘
２
班
）

上　

条　

和　

子	

（
広
丘
２
班
）

北　

林　

恵
美
子	

（
広
丘
３
班
）

清　

水　

幸　

子	

（
広
丘
３
班
）

手　

塚　

英　

夫	

（
広
丘
３
班
）

茂　

末　

義　

和	

（
広
丘
３
班
）

手　

塚　

良　

子	

（
広
丘
３
班
）

波　

切　

雄　

一	

（
広
丘
４
班
）

大　

関　

未
智
夫	

（
広
丘
４
班
）

黒　

崎　

正　

子	

（
広
丘
４
班
）

神
宮
寺　

良　

雄	

（
広
丘
４
班
）

樋　

口　

忠　

男	

（
高
出
１
班
）

小　

坂　

欽　

哉	

（
高
出
１
班
）

大　

和　

忠　

行	

（
高
出
１
班
）

丸　

山　

秀　

雄	

（
高
出
１
班
）

山　

田　

静　

子	

（
高
出
２
班
）

斉　

藤　

チ
ト
ミ	

（
高
出
２
班
）

長　

尾　

き
よ
み	

（
高
出
２
班
）

出　

口　
　
　

寿	

（
高
出
２
班
）

斉　

藤　

妙　

子	

（
高
出
２
班
）

川　

窪　

美
千
与	

（
高
出
２
班
）

小　

野　

美
保
子	

（
高
出
２
班
）

塩　

島　

民　

子	

（
高
出
２
班
）

松　

井　

信　

子	

（
高
出
２
班
）

山　

口　
　

和
人	

（
吉
田
１
班
）

御
子
柴　

富　

子	

（
吉
田
１
班
）

小　

松　

典　

彦	

（
吉
田
１
班
）

林　
　
　

和　

子	

（
吉
田
１
班
）

森　

口　

益　

吉	

（
吉
田
１
班
）

矢　

嶋　

逸　

子	

（
吉
田
１
班
）

今　

井　

光　

子	

（
吉
田
１
班
）

中　

沢　

三
知
夫	

（
吉
田
１
班
）

青　

木　

武　

郎	

（
吉
田
２
班
）

吉　

沢　

ふ
じ
子	

（
吉
田
２
班
）

青　

木　

秀　

夫	

（
吉
田
２
班
）

中　

林　

勢
津
子	

（
吉
田
２
班
）

酒　

井　

直　

二	

（
吉
田
２
班
）

南　

山　

寿　

勝	

（
洗
馬
班
）

諏　

訪　

正　

志	

（
洗
馬
班
）

今　

福　

重　

三	

（
洗
馬
班
）

吉　

田　

武　

一	

（
洗
馬
班
）

小　

林　

い
つ
子	

（
洗
馬
班
）

原　
　
　

や
ゑ
の	

（
宗
賀
２
班
）

佐
々
木　

か
よ
子	

（
宗
賀
２
班
）

腰　

原　

三
八
雄	

（
宗
賀
２
班
）

遠　

藤　

千
江
子	

（
宗
賀
２
班
）

小　

野　
　
　

貢	
（
北
小
野
班
）

赤　

羽　

幸　

子	
（
北
小
野
班
）

巾　

崎　

明　

子	
（
楢
川
班
）

加　

藤　

佐
喜
子	

（
楢
川
班
）

中　

森　

静　

子	

（
楢
川
班
）

武　

井　

志
津
子	

（
朝
日
班
）

三　

村　

喜
代
美	

（
朝
日
班
）

富　

田　

美
世
子	

（
朝
日
班
）

岩　

間　

善　

和	

（
朝
日
班
）

小　

林　

春　

水	

（
朝
日
班
）

米
窪　

佑
治　

様	

（
吉
田
２
班
）

　

５
月
29
日
に
当
シ
ル
バ
ー
の
定
時
総
会

が
終
了
し
、
平
成
26
年
度
の
新
役
員
も
選

出
さ
れ
、
い
よ
い
よ
設
立
30
周
年
を
迎
え

る
記
念
す
べ
き
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　

あ
し
な
み
の
編
集
委
員
会
も
新
し
い
メ

ン
バ
ー
を
加
え
て
、
会
員
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
、
よ
り
読
み
や
す
く
、
親
し
み
や

す
い
会
報
を
お
届
け
す
べ
く
決
意
も
新
た

に
し
た
所
で
あ
り
ま
す
。

　

編
集
に
あ
た
っ
て
は
、
皆
さ
ん
の
率
直

な
ご
意
見
ご
希
望
等
の
投
稿
が
、
よ
り
紙

面
の
充
実
を
計
る
糧
と
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

会
員
の
皆
さ
ん
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

�

編
集
委
員　
　

北
川　
　

宏

�

清
水　

倫
成

�

西
川　

敏
明

�

水
野
有
為
子

�

土
佐　

忠
俊

編
集
後
記


